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   Ultrasound-guided percutaneous puncture of renal cysts replaced by CO2 was performed on 9 
renal cysts of 6 patients from May 1993 through September 1993. Puncture and aspiration of cysts 
was performed using a 5.5 Fr one-step fluid drain kit (pig tail stent) under ultrasonography in-
spection. Aspirated volume of cyst contents was  15-292  ml (mean  115  ml), and the instilled CO2 
volume was  15-150 ml (mean 73  m1). All patients were checked by CT scan. In one month, the 
reduction rate of cyst volume was  46-84% (mean 69%) and lumbago, their chief complaint, was 
improved in all patients. No complications were observed in patients treated by CO2 instillation. 
   Although long-term followup is needed to draw a definite conclusion, this therapy may be 
useful for benign renal cystic lesions. 
                                                 (Acta Urol. Jpn.  40: 475-478, 1994) 












対 象 お よ び 方 法
対 象 は,1993年5月か ら9月 まで に奈 良医 大 泌尿 器
科 お よび そ の関 連 施設 に 入 院 した,嚢 胞性 腎 疾 患 の う
ちinformedconsentのえ られ た6例 で,年 齢 は,49
～85歳(平 均65歳),男 性3例,女 性3例 で,患 側 は
左 側3例,右 側2例,両 側1例 で あ った.主 訴 は い ず
れ も腰 痛 で,疾 患 の内 訳 は単 純 性腎 嚢 胞5例,多 発 性
嚢 胞 腎1例 で あ った.
























































mean±SD 115.1±109 72.8土55.2 68.8±14.7
Gentofte,Denmark)および 穿 刺用 探 触 子 を用 い て
超 音 波 ガ イ ド下 に嚢 胞 を確 認 し,1%1ydocainによ
る局 麻下 に,3重 針 で外 筒 がpigtailの5.5Frone-
stepdraink孟t(ERECATH⑫Rahway,NewJersey,
US.A.)を用 い て,原 則 としてtransparenchymalVこ
嚢 胞 を穿 刺 した.外 筒 の み を嚢 胞 内に 留 置 し,嚢 胞 内
容 を一 部 検査 用 に採 取 後,透 視下 に嚢 胞造 影 を 行 い,
嚢 胞 内容 を 吸引 し,そ の 完全 吸 引 を確認 した 後,原 則
と して 吸引量 の半 量 の99%CO2ガ ス(BROWNE,
Minneapolis,Minnesota,U.S.A.)を用 手的 に 注入
後,カ テ ー テル を抜 去 し終 了 した.
吸 引 した 獲胞 液 に つ いて は,沈 渣 検鏡,一 般 細 菌 培
養 お よび細 胞診 検 査 を行 った.
帰 室直 後 にvitals玉gnの確認 お よび 動脈 血 ガス分
析 を 行 い,翌 日に 血液 生 化 学検 査,検 尿 を 行 った.ま
た,協 力 のえ られ た症 例 に は,CO2注 入直 後,24時
間 後,お よび1週 間 後 にCTscanを 行 い,経 過 を観
察 した.穿 刺 後1ヵ 月 の時点 に お い て,CTの2方 向
計 測 にて 嚢 胞 の縮 小率 の評 価 を 行 い,自 覚症 状 の 改善









































































































従来,症 状 を と もな う腎 の良 性嚢 胞 性疾 患 に つ いて
は,1939年,Dean3)が腎嚢 胞 穿刺 を,1981年にBean4)
が 腎嚢 胞 穿刺95%エ タ ノール 注入 療 法 を 報 告 して以
来,諸 家 に よる95%エタ ノール 注入 が 広 く行 われ てお
り5),われ われ も1982年以 降transparenchymalに嚢 胞
を 穿刺 した エタ ノール注 入 を行 って きたD.し か し一
方 では,エ タノ ール注 入 に よる副作 用 も散 見 され1・6・7),
硬 化 剤 の よ り一 層 の 改善 が望 まれ る と ころで あ った.
今 回,黒 岡 ら2)の方 法に 準 じ,硬 化剤 と してCO2注
入 を 試み た.
CO2の 硬 化 剤 と して の作 用機 序 に 関 しては,ま だ
明 らかに され て い ない.腎 嚢 胞 内は,1日 に20～llO
m1産 生 され る上 皮 細 胞か らの嚢 胞 液 に よ る内圧 と,
腎 被膜 な どの周 囲組 織 との力 学的 平 衡状 態 に あ り,嚢
胞 の径 も規 定 され る と推 察 され て い る.し た が っ て,
エ タノー ルは 嚢 胞 上 皮 細 胞 を 凝 固 壊 死 させ ,ま た
CO2は 不活 化 させ るこ とに よ り,そ れ ぞ れ 上皮 細 胞
か らの嚢 胞 液 産生 を 減少 させ,平 衡 状態 を 変 化 させ る
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